






































































































































































































































































































と同名同称の人物が見えるからで、 『古今和歌集目録』 「清原深養父」 の 「備後守道雄曾孫、 筑前介海雄孫、 豊前介房則男」⑽をも参照すると、吉田本の豊後清原氏と深養父流は、他の系図と一部共通する事になるのである。　また吉田本には他の系図に見えない豊前王が見える。同人は『三代実録』貞観七年二月二日条の、
従四位上行伊予守豊前王卒、豊前王者、贈一品舎人親王後四世、木工頭従五位上栄井王之子也
に見え、舎人親王子孫であるが、吉田本の小出来王（ 紹運録』 「出来井王」 ）は栄井王の誤りと推定出来、代数は誤るものの、独自の記事を持つ訳である。　
一方、
吉田本は岑成 ・ 長谷を兄弟とするが、 その世系は『紹運録』が正しく、 吉田本ではその系統が分断されてゐる
⑾。









































Ａがなく、Ｂが御原王より夏野に至り、ｃの海雄をその子とするから、吉田本と大きく異なる訳である。更に海雄の孫の業恒よりｂの広澄流に至 、別 業恒弟の深養父より、ｃ一１の春光流、２、重文流（①、出羽清原氏・②、公清流）に続き、これが吉田本 近い事は前掲の通りである。　
し
かしｂは一の定隆流（１、定俊流、２、浄明流）に分かれ、２がⅠⅰ、長定流（単系） ・ⅱ、満定流が続くが、
満定は能資子孫 繋がれるから、 吉田本の接続と異なる。次いでｂ一Ⅰの頼業 弟にⅡ 祐安流を釣る。ｂ一１は、 Ⅰ、近業流、Ⅱ、仲隆流（ⅰ 仲宣流〔①、隆尚流 ②、隆重流、③、隆宣流、
④、良種流〕 、ⅱ、教隆流〔①、有隆流、②、
季隆流、③ 直隆流、④、俊隆流【❶、教氏流、❷ 熈隆流、❸、行隆流】














































































































































































壬生乙本とは異なる系図を元としたと解する事も可能であるから） 、仮に壬生乙本の如き略系図に記事を増補したのが吉田本であるとすると、貞衡流や成衡脇書を持つ別な史料、系図が存在した事に成る。その場合、貞衡流の記載人物が近い事から判断すると、端的に中条本に近い別系図を利用した事になるのではないか。また吉田本・壬生乙本の武則流系図は武則子に公清流を接いでゐる点、 中条本と異なるが、 公清が 「新清太」 で、 兄弟に 「荒河太郎武貞」
⒁と、 「太























































































































『磐城之系図』 に近い。但し成衡の子に 「隆祐 （標
























ＢⅠ『岩城系図并雑記』の権之介本・ＢⅡ『岩城伊達葦名』 （御前本・鵜沼本） ・ロの竜門寺甲本、ニの呆犬斎本、ホの『水谷』 （但し貞衡～忠衡を欠く） 、チの田中系図
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があり、イの寛永本・ヘの佐藤本・トの『羽後亀田岩城家譜』 ・リの『平姓岩城氏系略』 ・タ『諸系譜』も兄弟本に含まれる。対してＹ、直系本は、






































































































































































































































































































































































結句、此処でも史料の絶対的な不足が解明 妨げるのだが、吉田本以外に、今一点、当時 東北の歴史情勢 理解










と、維望・兼忠を挙げる（摘記） 。前者は維茂と同人、後者は重複で、端的に別系図からの増補と見なされるが（維幹子孫の注記は『尊卑脱漏』に同じ 、 掲の岩城氏系図（御前本・竜門寺甲本・佐藤本）に掲載される事が注目される。更にその子孫が「出羽平氏流」であつたとする記事が問題である。史実からすれば維茂は兼忠の実子で
、そ













































































































































（菊テ一） 、また国立歴史民俗博物館蔵『帝王系図』 （紙焼写真） 、
尊経閣文庫蔵『帝皇系図』 、前田本『帝王系図』 （書陵部蔵写本による。続群書類従『皇胤系図』が同）を参照した。一類本の後西宸筆本は（略記） 、と簡潔である（ 『一代要記』も同。東山御文庫本の紙焼写真による） 。寛文十三年板本（内閣文庫蔵）も近い。⑵親長本の増補部は、二類 の他本に見える。 （
  ）は他本より補。




平成四年四月〕 ） 。⑹紙焼写真による。新訂増補国史大系 尊卑分脈 に収載される脇坂 （ 〔
  〕部を補） 、書陵部蔵『菅原氏系図』 （菅原・大江・
高階・小野・文屋・壬生・凡河内・佐伯・春道・大伴・都・坂上氏系図所収）とほぼ同。⑺呆犬斎文庫蔵近世中期写一巻 外題がないため、仮に命名した。系図当該部は後掲の「古後系図」に同じ。⑻『西国武士団関係史料集』二十八所収の影印による。森米男氏蔵『森文書』 「森系図」 『西国武士団関係史料集』三所収の影印による） 『諸家系図纂』 「笠氏系図」 「清原姓長野氏系図」 （ 『碩田叢史』 「豊後諸氏系図」 〔 『大分県郷土史料集成
　
上』 〕 ） ・ 『諸




























政治的情勢」 （平成十三年二月、初出昭和五十五年六月）に写真あり。以下、 「国魂」とする。⒆『飯野八幡宮文書』一七 「飯野八幡宮縁起注進状案」 史料纂集⒇⒅の大石直正氏論。
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本稿（上）の注（２）の野口実氏論。そこでは、ＢⅠ『岩城系図并雑記』 、ＢⅡ『岩城伊達葦名系図写』 、ＣⅠ『岩城系図』 （続群書類従百三十九） 、ＣⅡ『平氏繁盛流岩城』 （ 『寛政重修家譜』巻五百十二） 、 ＤⅠ『岩城系図』 （ 『藩翰譜』 ） 、 ＤⅡ『仁科岩城系図』 （吉田東伍氏『大日本地名辞書』 ） 、ＤⅢ『磐城系図』 （続群書類従百三十九） ＤⅣ『岩城系図』 （亀田町役場『亀田郷土史 上〔昭和八年十二月〕 、 何に拠つたか不明）が利用されてゐる。本稿ではＢⅠ、ＢⅡは秋田県公文書館蔵佐竹文庫（宗家）蔵本を利用したが、両本共、二種の岩城系図より成る。前者は 「岩城代々之系図」 （奥に 「持主近江守ニ受与」 「下山田近江守子息大膳依為眼前書写畢」 とある） と 「岩城系図」 （最後が重隆子の権之介 〔景隆〕 あるから、 権之介本と略 佐竹家旧記』 〔東大史料編纂所蔵謄写本〕 ・ 秋田県公文書館佐竹文庫蔵 佐藤半蔵覚書』 〔ＡＳ二八八―六九―四〕にも所収） 、後者は「御前ヨリ出ル系図写」と朱書する系図（御前 と略）及び「鵜沼金兵衛某伝来書写写之」と朱書のある系図である 最後の当主は「秀隆采女」 。鵜沼本と略） 。佐々木氏論は前者では権之介本に拠るが、 者では、掲載部が省略であるから明確ではない。またＣⅠ『岩城系図』 （イの『寛永諸家系図伝』にほぼ同） ・ＤⅡ『仁科岩城系図』 ・ については 本稿では『諸家系図纂』十四所収の、 それ
ぐ
『岩城』 ・ 『仁科岩城系図』 ・ 『磐






之系譜（二部） 」 （昭和六十二年）による。「国魂」では師隆の仮名は「岩城太郎」である 、呆犬斎本及び 水谷』が「太郎」とし、他の二本は 次郎 である『飯野八幡宮文書』一七五「八幡宮好嶋荘田地目録注進状案」『後三年合戦記』 ・古活字本『源平盛衰記 巻二十七「頼朝追討庁宣」 （勉誠社の影印板本『編纂本朝尊卑分脈図脱漏 安忠自体を釣らない（国会 書館の電子公開 。東大史料編纂所蔵の謄写本。当該部は拙稿 『源平闘諍録』近似坂東平氏系図史料補遺」 （ 『米沢国語国文』三十八、平成二十一年十一月）に翻刻した。ＤⅡ『仁科岩城系図』では、貞衡の脇書 「一作貞成」 、ル 『伊達族譜』五所収 では「又名ハ貞成」とする。 『千葉大系図』 （ 『房総叢書』 ）は貞衡までだが、歴代は『代々 に近い。本稿（上）の注（
11）の入間田氏論。
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遠藤巌氏「 『北の押え』の系譜」 （ 『アジアの中の日本史』二〔平成四年七月〕 ） ・ 斎藤利男氏「軍事貴族 ・ 武家と辺境社会」 （ 『日本歴史』四二七、平成十年三月） ・義江彰夫氏「王朝国家と武士の成長―神仏信仰との関わりから」 （ 『十和田湖が語る古代北奧の謎』 〔平成十八年七月〕所収大石直正氏『奥州藤原氏の時代』Ⅳ一「奥州藤原氏研究と柳之御所跡」 （平成十三年二月、初出同四年）では多賀城以北を指すとする。前掲義江彰夫氏論は伊具郡隣 柴田郡の「小字名」を充てる。『奥州藤原氏の時代』Ⅰ二 藤原経清考」 （平成十三年二月）『前九年・後三年合戦と奥州藤原氏』第三部第三章「藤原清衡論」 （平成二十三年三月、初出同二十年）『今昔物語集』巻二十五「平維茂罰 諸任語「秋田城介の復活」 （高橋富雄氏編『東北古 史の研究』所収、昭和六十一年十月）両氏の関係として挙げられる『吾妻鏡』には、養和元年（一一八一）死亡した越後城氏の資長の母を清原武衡の女とするが、その女性を武衡死没翌年の寛治 年（一〇八八）の誕生としても、年代的に厳しい。拙稿では「将軍 郎」を別人かと推定した（ 「城資長と 平家 』 「嗄声」 」 （ 『山形県立米沢女子短期大学紀要』三 六、平成 十二月） 。（補記） 前稿では迂闊にも逸したが、 京都大学菊亭文庫蔵 『系図略』 所収の 「清原氏系図」 （紙焼写真） は、 諸道略本の定隆流を略し、一部、深養父流の系譜を改めた系図である。同系統に天理大学図書館蔵『九条家本諸系譜』第三帖所収「清原」 、東大史料編纂所徳大寺本『源氏系図』 （紙焼写真） 、前掲書陵部蔵『菅原 系図』がある。 『新板大系図』十二所収（内閣文庫本の電子公開）は舟橋家を相賢まで書き継ぐ。
